
大崎市民会館（ＴＥＬ：0229－22－2649）

主　催： 一般社団法人 日本施設園芸協会

後　援： 東北農政局／宮城県／大崎市

■９月19日（水）　 協　賛：

11：30～17：30

■９月20日（木）　

 ８：30～13：00

●施設園芸資材、植物工場関連の機器資材などの展示を予定。

奥の細道湯けむりライン　ＪＲ古川駅より徒歩15分

施設園芸・植物工場における先進技術と東北（宮城県）の地域農業を支える施設園芸

（後援、協賛は申請中）

駐車場150台有り

   本セミナーは、「施設園芸･植物工場における先進技術と東

北（宮城県）の地域農業を支える施設園芸」をメインテーマに、

２部構成として２日間に亘り開催いたします。

 第１部では 「施設園芸における新技術と今後の展開方向 ～

寒冷･冷涼地域で活用したい技術～」をテーマに、農林水産省

が施設園芸の構造改革の大きな柱と位置づけてスタートした､

次世代施設園芸事業の今後の展開や東北地域における次世

代施設園芸実施地区である宮城県拠点の取組内容、植物工場

等の先進技術関係、寒冷･冷涼地域で開発された融雪装置の

先進技術、夏秋イチゴ生産の栽培管理技術やイチゴ生産にお

ける作業自動化･ロボット技術の動向等をテーマとして、主とし

て学識経験者や行政の方にご講演をして頂く予定です。

   第２部では「東北地方（宮城県）の地域農業を支える施設園

芸」をテーマに、東日本大震災からの施設園芸の復興と発展に

向けた優良取組み事例や主要な施設園芸作物について､生産

者に直接役立つ優良経営事例や生産現場への新技術の導入

事例、現場での対応技術等について、宮城県内の生産者・生

産法人､研究・普及関係者等にご講演をして頂く予定です。

　施設園芸生産者、参入をお考えの方、会員、関係者の皆様、

「施設園芸新技術セミナー・機器資材展in宮城」に、奮ってご参

加、ご出展いただきますよう、よろしくお願いいたします。

施設園芸新技術セミナー
・機器資材展 in 宮城

開催の
ご案内

一般社団法人日本施設園芸協会

機 器 資 材 展
〇出展の申込みは、園芸情報センター

ＴＥＬ：０３－３２３３－３６３４

会 場

●日   時
　　平成30年９月19日(水）～20日（木）

●会   場
　　大崎市民会館（宮城県大崎市古川北町5‐5‐１）

●参加費
　 セミナー聴講：1,000円 (２日間でも1,000円)

（テキストは2,500円/１冊）

 機器資材展見学のみは入場無料

大崎市民会館

ＪＲ古川駅

user




12：30～13：00

時間割

13：00～13：40

13：40～14：20

14：20～14：50

14：50～15：30

15：30～16：10

16：10～16：50

9：00～  9：30

9：30～10：00

10：00～10：30

10：30～11：00

11：00～11：30

11：30～12：00

　 ■参加申込みは下記へFAXでお願い致します。

ＴＥＬ：０３－３６６７－１６３１

URL：ｈｔｔｐ：//www.jgha.com

一般社団法人 日本施設園芸協会

(〒                ー                   )

１．農家

２．農業団体

３．行政機関

４．企業

５．その他

(〒                ー                   )

１．農家

２．農業団体

３．行政機関

４．企業

５．その他

(〒                ー                   )

１．農家

２．農業団体

３．行政機関

４．企業

５．その他

　　　　オプションツアー希望の欄に○印をお付けください。定員100名になり次第締切ります。

【第２日目】　９月20日（木） ９：00 開講 (８：30より開場）

《第２部  東北地方（宮城県）の地域農業を支える施設園芸》

 一苺一笑　代表取締役

 佐藤 拓実 氏

１０aトマト５０ｔ採りの実際

テキスト
希望

（○印)

 宮城県亘理農業改良普及センター　技術主幹

 菅野 秀忠 氏

資材プレゼンテーションおよび展示見学

震災からのイチゴ生産の復興と発展に向けた取り組み

石巻地域におけるイチゴの総合的病害虫管理（IPM）の取組み

セミナー
聴講日

 宮城県石巻農業改良普及センター　技師

 志賀 紗智 氏

参加者区分

 ＦＡＸ：0３－３６６７－１６３２

機器資材
展のみ
見学

参加者氏名
オプション
ツアー希望

（○印)

ハウス環境と生育調査データのウィークリーレポートの
現場での活用と普及（仮）

※お申込みはＦＡＸまたは郵送にてお願いします。【申込み締切  ９月 ５日（水）】

下段：FAX番号

北海道、東北地方の連棟ハウスに装備された融雪装置の
具体例と融雪能力

担当者：平島

次世代施設園芸の取組状況と今後の展開について

一苺一笑の目指す次世代環境制御

夏秋イチゴ生産における品種特性と栽培管理技術（仮）
 農研機構・東北農業研究センター　施設野菜・育種グループ長

 山崎 浩道 氏

　山形県農林水産部　野菜花き振興専門員

 古野 伸典 氏

 デ・リーフデ北上　農場長

 シャミム・アハメド 氏

 農林水産省 園芸作物課 次世代施設園芸推進グループリーダー

 川本 憲一 氏

 農研機構・農業技術革新工学研究センター　高度施設型作業ユニット長

 太田 智彦 氏

講演者講演テーマ

【第１日目】　９月19日（水）12：30 開講 (11：30より開場）

《第１部  施設園芸における新技術と今後の展開方向 ～寒冷･冷涼地域で活用したい技術～》

主催者・来賓挨拶

２０日

次世代施設園芸事業宮城県拠点におけるトマトとパプリカの
大規模生産（仮）

（フリガナ）
１９日

２０日

担当者Ｅ-mail：hirashima@jgha.com

２０日

〒103－0004　東京都中央区東日本橋３-６-17 山一ビル４階

１９日

上段：電話番号

２０日

１９日

イチゴ生産における作業自動化・ロボット技術の動向

資材プレゼンテーションおよび展示見学

（フリガナ）

（フリガナ）

２０日

１９日

JA全農　生産資材部園芸資材課　高度施設園芸推進室

 知識　秀裕 氏

 宮城県農林水産部園芸振興室　先進的園芸推進班　技術補佐

 相澤 正樹 氏

特記：オプション企画「東日本大震災を乗り越えた７年後の復興現場」視察ツアー（有料）の参加希望者は、必ず上記の

　　　　借上げバス出発１２：４５⇒視察先ほ場２カ所（１３：４５～１５：４５）⇒古川駅・大崎市民会館着１６：４５頃着予定です。

住所と勤務先（部署名）

１９日

２０日

１９日

講 演

参加申し込み

お問い合せ先

参 加 申 込 書




